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１
人
１
台
配
備
が
完
了

全
国
の
教
育
現
場
で
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

情
報
端
末
を
学
習
に
活
用
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
し
て
も
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
と
し
て
も
使
え
る
２
in
１
タ

イ
プ
の
端
末
を
約
７
４
０
０
台
導
入
し
、

令
和
３
年
５
月
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
校
内
に
お
け
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
（
高
速
大
容
量
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
整

備
と
、
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員
に
よ
る

記
録
を
活
か
す
場
所
「
文
書
館
」

市
が
今
後
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
く
か

考
え
る
時
に
は
、
過
去
や
現
在
の
情
報
を

調
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。市
文
書
館
は
、

市
に
と
っ
て
重
要
な
文
書
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
平
成
30
年
10
月
に
開
館
し
、

こ
れ
ま
で
延
べ
５
０
０
０
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

文
書
館
で
は
、
旧
５
町
村
・
安
曇
野
市

に
起
き
た
出
来
事
や
、
人
々
の
暮
ら
し
、

自
然
環
境
の
変
化
が
分
か
る
文
書
の
収
集

や
保
管
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
整
理
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
戦
国
時
代
後
半
に
書
か
れ
た
古
文
書

サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
、
機
器
の
活
用
が
進
む

よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

鉛
筆
や
ノ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
端
末

が
「
文
房
具
」
の
一
つ
と
な
っ
た
今
、
学

校
で
の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

各
校
で
は
、
端
末
の
操
作
に
慣
れ
る
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
国
語
や
社
会
な
ど

各
教
科
の
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
関
心
を
高

め
、
理
解
が
深
ま
る
授
業
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

学
級
活
動
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
思
考
と
表
現
を

深
め
、
協
働
学
習
を
実
践
す
る
道
具
と
し

て
端
末
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

離
れ
た
場
所
を
つ
な
ぐ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
学
び
の
時
間
・
場

所
な
ど
の
制
約
を
取
り
払
う
こ
と
も
可
能

か
ら
、
旧
町
村
時
代
に
作
成
さ
れ
た
公
文

書
や
市
が
発
行
し
た
刊
行
物
ま
で
、
約

10
万
点
の
文
書
（
画
像
デ
ー
タ
を
含
む
）

を
保
存
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
書
を
読
み
解
く
楽
し
さ
を
多

く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
企

画
展
や
関
連
講
座
・
講
演
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

市
公
式
ガ
イ
ド
「
市
誌
」
編
さ
ん

文
書
館
に
集
ま
る
資
料
等
を
活
用
し
、

令
和
２
年
度
か
ら
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
専
門
家
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

『
安
曇
野
市
誌
』
の
編
さ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
安
曇
野
市
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」

に
し
て
い
ま
す
。

明
南
小
学
校
と
明
北
小
学
校
は
合
同

で
社
会
見
学
を
行
って
い
ま
す
が
、
以
前

は
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
の
顔
を
知
ら
な

い
ま
ま
当
日
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
全

員
に
端
末
が
配
備
さ
れ
た
今
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る
ア
プ
リ
等
を
使

い
、
事
前
に
顔
合
わ
せ
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
交
流
が一層
深
ま
り
ま
し
た
。

意
見
を
瞬
時
に
集
約

穂
高
東
中
学
校

で
は
、
全
校
で
の

人
権
学
習
を
行
っ

た
際
に
、一
人
一

人
が
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
プ
リ
を
使
っ
て

自
分
の
考
え
を
回

答
。
数
百
人
の
回

答
結
果
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
集
計
さ

れ
、
そ
の
場
で
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
情
報

端
末
と
全
普
通
教
室
に
設
置
し
た
電
子

黒
板
等
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
活
動
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

と
い
う
疑
問
に
、
各
分
野
か
ら
多
角
的

に
答
え
る
書
籍
を
目
指
し
、
自
然
・
歴

史
・
民
俗
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
成
果

が
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。市
誌
は
言
わ
ば
、

「
安
曇
野
市
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

で
す
。

編
さ
ん
事
業
は
、
民
俗
編
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
地
域
に
伝
わ
る
習
俗
だ

け
で
は
な
く
、
現
代
の
生
活
の
変
化
に

つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
豊
科
地
域
を
中
心
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
生
活
や
地
域
の
様
子
が
分
か
る

古
写
真
の
収
集
を
重
点
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
収
集
し
た
情
報
は
、
市
誌
編

さ
ん
後
も
文
書
館
で
保
管
し
ま
す
。

今
後
、
市
誌
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
活

用
い
た
だ
く
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
閲
覧
や
調
査
成
果
の
配
信
を
行
う

予
定
で
す
。

～
教
育
委
員
会
編
～

学
び
を
通
じ
て
地
域
を
創
る 

市
の
政
策
を
連
載
で
お
伝
え
し
ま
す
。

今
月
号
は
、
教
育
行
政
を
支
え
る
教
育
委
員
会

の
注
目
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

「
新
た
な
文
房
具
」
全
校
に
導
入

注目１

安
曇
野
市
文
書
館

過
去—

現
在—

未
来
を
つ
な
ぐ
場
所

注目 2

未来を拓くたくましい安曇野の子どもに

安曇野市立小・中学校および各ご家庭では、新型コロナウ

イルスの感染予防に努めていただくとともに、学びを継続する

ために懸命に取り組んでいただいていることに感謝いたします。

このような状況だからこそ、未来を切り拓く主役である安曇野

市の子どもたちには、夢や希望を持って、からだ・頭・心をし

っかりと働かせ、自分で考え、判断し、行動する「たくましい

安曇野の子ども」に成長するよう期待しています。

市誌編さんに皆さまのご協力を

令和２年度から始まった市誌編さん事業では、安曇野の未来

への指針となる市誌を作りあげるため、旧町村誌を基本としつ

つ、最新の研究成果も加えて、歴史・民俗・自然の各分野の編

み直しを行っています。さらに、郷土愛を育むために「子ども

版市誌」の編さんも視野に入れながら、親しみやすい『安曇野

市誌』になるよう努めてまいります。文書館の運営や市誌の内

容をより充実させていくためにも、市民の皆さまのご協力をよ

ろしくお願いします。教育部長 平林 洋一

※ ICT ＝ Information and Communication 
Technology の略。通信技術を使って、
人とインターネット、人と人がつ
ながる技術のこと。

文書や資料の原本は持ち帰り厳禁。閲覧スペースで見
ることができる。

教育部の仕事

求む！地域資料

部長ミニインタビュー
教育長ミニインタビュー

教育長 橋渡 勝也

一生涯の学びをサポート
市教育委員会は、学校教育課・生涯学

習課・文化課の３課で構成された、市の

教育行政全般を担う部署です。具体的に

は、小中学校の運営や施設管理、給食の

提供、文化芸術の振興と文化財の保護、

社会教育の推進、公民館や体育館、図書

館の管理運営などを担当しています。

　文書館では、古文書の他にも、現在の

資料や古写真も集めています。

　こんな時にはぜひ連絡を！！

★空き家の荷物を処分…

→もしかしたら地域にとって

重要な情報が隠れているかも。

★サークルや団体を解散…

→活動の記録を文書館に

残しませんか。


